
 

 

 

 

 

可能性と努力の中で 

校長 藤 井 将 弘 

第 106回全国高等学校野球選手権大会が開催され、島根の大社高校が強豪校相手に接戦の末、

勝利していく姿に魅了されました。3回戦、西東京の早稲田実業（以下早実）との試合をテレビで

視聴していました。大社高校の勝利を願っていましたが、名門早実相手では万事休すとの思いで見

ていました。延長となり、勝敗を決する大事な場面で起用された大社高校の選手は 2 年生で今夏

初出場。解説者の不安気な話から、私も厳しいと予想し、見ていたところ、一球でバントを決めて

勝利を呼び込みました。試合後、勝利監督の談話では、選手を集め、「ここでバントを決められる

者？と聞いたところ、手を挙げた選手が『決めてきます』と言ったので、信じるだけでした」と。

その選手は、「大観衆の中でも緊張もしなかった。バントを練習してきたんで（一部略）」と話し

ていました。 

 私は、先入観にとらわれていたことを反省し、選手の可能性を信じ、信頼したうえで送り出した

監督、努力してきた成果を大舞台で発揮した選手に大きな感動を覚えました。 

 

 学校が始まり、静まり返っていた校舎に、子どもたちの楽しそうな声と軽やかな足音が響いてい

ます。夏休みにさまざまことを経験してきた子どもたちは、どこか自信にあふれ、休み前よりも一

回り大きく見えました。その姿から、一人一人がもつ可能性を見出し、一歩一歩努力する大切さを

伝えていきたいと思いました。 

 

 82日間の 2学期。秋めいてきましたが、まだまだ暑さ対策をはじめ、薄暮が迫る季節に向けた

事故等への対策を実施し、安全・安心な学校づくりに努めてまいります。合わせて、タブレット端

末を活用した学習や行事（着衣水泳、神社祭りにおける獅子舞の披露、マラソン記録会、学習発表

会、グリーンタイムの発表など）を通じ、進んで学ぶ子ども、ともに助け合う子ども、たくましい

子どもの育成に取り組んでまいります。 

 

 始業式、みんなで協力して楽しい学校にするために 3つの「あ」について話しました。 

 

2学期も保護者・地域の皆様とともに、「認め・ほめ・励まし・伸ばす」教育を進めてまいり

たいと思います。皆様のお力添えを賜りますようお願いいたします。 

開校 明治 34（1901）年 

糠内学園 幕別町立糠内小学校 

 

 １つめは、あいさつです。元気な挨拶をかわすことで、自分の心も学校全体も明るくなりま

す。元気な挨拶をたくさん聞かせてください。 

２つめは、あんぜんです。みなさんの命は一つしかありません。命のリセットはできません。

おうちの人からいただいた大切な命を大事にしてください。 

 ３つめは、あたたかさです。自分がされてイヤなことは友だちにもしないこと。反対に、自分

がしてもらってうれしいことは友だちにもたくさんしてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『サイロ』入選 

・７月号 １年 大須賀やえ 

・８月号 １年 大須賀やえ 

２年 和田  崇 

※大須賀やえさんの作品は、 

７月号・８月号いずれの作品とも 

六花亭西 3条店の２階喫茶コーナーに 

大型ポスターとして掲示されました。 

９月の行事予定 

 ２日（月）安全点検日 定時退勤日 

 ３日（火）全校朝会 

 ５日（木）・６日（金） 

評価業務のため午前授業 

      １３：１５下校 

９日（月）着衣水泳 

１０日（火）心電図検査（１年） 

１１日（水）校内研修会議 

      ※１年生の下校が 

       １４：４５となります。 

１２日（木）児童会 

１３日（金）糠内神社祭（獅子舞披露） 

      スワディ号 

１６日（月）敬老の日 

１７日（火）あっちこっち紙芝居 

１８日（水）防犯安全教室 分掌会議 

１９日（木）まくべつ教育の日 

第 2回南幕集合学習 

２０日（金）定時退勤日 クラブ活動 

２２日（日）秋分の日 

２３日（月）振替休日 

２４日（火）中学年社会科見学 

２５日（水）視力検査（低） 

      校内研修会議 

２６日（木）視力検査（中） 児童会 

２７日（金）視力検査（高） 

３０日（月）月末統計 はげみ配付日 

 

※９月１９日（木）の第 2回南幕集合

学習は、明倫小学校で実施します。 

 ・授業は９時３５分～１０時２０分、 

  １０時３５分～１１時２０分です。 

 ・ご自由にご参観ください。 

 今年度の夏休み作品は、調べたことを模造紙

やスライドにまとめたもの、丁寧に作られた

絵や工作、さらには大型のものなど、力作揃

いとなっています。 

作品票には、工夫した点や大変だったとこ

ろ、作品への思いなどが記されていました。 
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